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小山内 薫（1881-1928）

★ どなたでもご参加いただけます。会場に直接お越しください。参加無料。
☆ 終了後、近くの居酒屋で懇親会を開催します。（飲食費は別途）
※予約の都合上、懇親会参加をご希望の方はなるべく事前にご連絡いただけると助かります。

※報告者・タイトルは変更の可能性もあります。ご了承ください。

　今年２月に出した拙著「サーカスは私の〈大学〉だった」でとりあげた１６の体験談にちなんだ映像資料を見て
いただいたうえで、このエッセイ集でとりあげられなかった舞台裏エピソードとして、タジキスタンのサーカスとの
出会いと今年初めて訪れたタジキスタンの話をとりあげます。

　小山内薫（１８８１～１９２８）と聞くと、すぐに二世市川左団次と
自由劇場を創設して、わが国で近代劇を上演したパイオニアだった
とか、築地小劇場の演出家の一人としてわが国の新劇をリードした
人だったとか、そういう答えが返ってくる。
　だが、彼は演劇という世界にあって実に視野の広い、かつマルチな
人だった。新劇のみならず、歌舞伎や新派とも関わって、商業演劇で
も台本を書き、演出をした。しかも、あの時代にあって政治的に中立
の立場を取り続けた。
　そんな彼の晩年を「わからない人？」という問いを立てて、考えて
みたい。

サーカスは、舞台裏もアクロバティック 報告者：大島 幹雄

わからない人？ 小山内薫 報告者：武田 清

明治・大正・昭和を駆け抜けた「新劇の父」の実像を追う

サーカスプロデューサーが語るサーカスの舞台裏
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小山内に大きな影響を与えたロシアの演出家
フセヴォロド・メイエルホリド（1874-1940）
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